
▲穴窯の説明を受ける外国特派員

▲�製薬の工程を熱心に見学

（仮称）かもしか荘新築工事
安全祈願祭

かふか21子ども未来会議
第３回地域会議

▲間伐された杉でラックの制作を体験

　
「
子
ど
も
議
会
議
員
」と
し
て
任
命
さ
れ
た
市
内

の
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
27
名
が
９
月
29

日
と
30
日
の
２
日
間
、市
内
各
地
で
地
域
会
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、実
行
委
員
会
が
主
催
し
、子
ど
も

た
ち
が
甲
賀
市
の
伝
統
や
産
業
な
ど
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
、市
内
で
様
々
な
体
験
や
活
動
を
行
う

「
か
ふ
か
２
１
子
ど
も
未
来
会
議
」の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、甲
賀
の
自
然
や
環
境
を
学
ぶ
た

め
、産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場「
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
滋
賀
」の
見
学
や
、間
伐
材
を
用
い
た
焼

き
杉
体
験
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、市
民
の
方
の
意
見

を
聞
く
ボ
イ
ス
調
査
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
後
、１
月
27
日
に
開
催
さ
れ
る「
子
ど
も
議
会
」

に
向
け
て
質
問
や
提
案
を
ま
と
め
ま
す
。

「
子
ど
も
議
会
」に
向
け

　
　
　
　 

各
地
で
学
習

　

甲
賀
市
工
業
会
５

周
年
事
業
と
し
て
、記

念
講
演
が
９
月
28
日
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
佐
々
木
則

夫
氏
と
望も
ち
月づ
き

聡さ
と
る
氏
を

迎
え
、著
名
な
方
と

あ
っ
て
大
勢
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
佐
々
木
氏
は「
女
子
サ
ッ
カ
ー
世
界
へ

の
飛
躍
」と
題
し
て
、日
本
代
表
チ
ー
ム
が
世
界
で

活
躍
す
る
ま
で
の
過
程
や
ト
ッ
プ
コ
ー
チ
の
役
割

か
ら
、安
全・
健
康
な
活
動
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、29
日
に
は
、元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
名な

波な
み

浩ひ
ろ
し

氏
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
水
口
ス
ポ
ー

ツ
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

佐さ

さ々

木き

則の
り

夫お

氏
に
よ
る

記
念
講
演
を
開
催

甲賀市工業会５周年事業

▲演講する佐々木氏

▲�リフティングを披露する
名波氏

　
（
仮
称
）か
も
し
か
荘
新
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
10
月
３
日
、土
山
町
大

河
原
地
先
で
執
り
行
わ
れ
、中
嶋
市
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
国
民
宿
舎
と
し
て
昭
和
44
年
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
か
も
し
か
荘
を
朽
化

に
伴
い
建
て
替
え
る
も
の
で
す
。

　
装
い
を
新
た
に
す
る
か
も
し
か
荘
は
、子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
が
で
き

る
施
設
、ま
た「
甲
賀
の
奥
座
敷
」と
し
て
家
族
連
れ
や

高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
い

う
２
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
改
築
さ
れ
ま
す
。

　
外
観
は
、日
本
の
民
家
の
懐
か
し
さ
、や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
意
匠
と
し
、ゆ
と

り
の
あ
る
客
室
な
ど
快
適
な
環
境
が
整
え
ら
れ
ま
す
。

　
野
洲
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
鈴
鹿
の
山
々
な
ど
、甲
賀
の
素
晴
ら
し
い
自
然
が
満

喫
で
き
る
都
市
と
農
村
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　関西地域振興財団
が主催し、在京外国
特派員を対象とする
プレスツアーが京都
府と滋賀県で９月20
日、21日の２日間行
われ、バングラデシュ
やフランスなど４か
国10名の記者が参加しました。
　この催しは、「温故知新‐今に活きる伝統の技」を
テーマに各地の伝統工芸などを取り上げ、参加記者の
記事を通して魅力ある関西を世界に発信することを目
的としています。
　このうち21日に一行は信楽を訪れ、信楽焼の工房や
陶芸の森などを巡りました。
　参加者は、信楽焼の説明を受けた後、熱心に質問をし
たり、焼き物のある町並みを撮影したりしていました。

　また、22日には市が主
催するオプショナルツ
アーが行われ、忍術屋敷
や地場産業である製薬業
の日新薬品工業株式会社
の工場ラインなどを見学
しました。

甲賀の魅力を世界に発信新
た
な
都
市
・
農
村
交
流
の
拠
点
に

▲かもしか荘の完成予想図

▲あいさつを述べる中嶋市長

外国特派員プレスツアー

「ござれGO-SHU!」が９月29日、甲賀市役所をメイ
ン会場に市内４会場で開催されました。
組織委員会が主催し、今年で14回目を迎えます。
当日は、県内外から42チーム、約２千人が参加しま
した。市内からは、「K

こ う が
OUGA彩

さい
風
ふう
舞
まい
人
と
」、「Ｂ

びー
Ｂ
びー
Ｂ
びー
Ｃ
しー
」、

「こうかサスケくらぶ 忍
しのぶ
」の３チームが参加し、踊りを

披露しました。
色とりどりの衣装や工夫を凝らした演出、ゲストの
有名チームと地元チームが即興で一緒になって踊る場
面もあり、訪れた観客からステージに盛んな拍手が送
られました。
全てのチームが参加する「総踊り」や上位10チーム

が競い合うファイナルステージでは盛り上がりが最高
潮に達しました。
また、段ボールを用いて古城山に水口岡山城を再現
する「一夜城プロジェクト」が同時開催されました。夜
７時にメイン会場で完成イベントが行われ、ライト
アップされた姿が浮かび上がりました。
この催しは、水口青年会議所まちづくり実行委員会
が企画したものです。
８月上旬からボランティアと準備を進め、当日に高
さ18メートル、幅17メートルの一夜城を完成させまし
た。
水口岡山城が再現された城下町で、熱い演舞が繰り
広げられる特別な一日となりました。

一夜城を背景に熱気あふれる演舞 第14回ござれGO-SHU!

▲演舞が繰り広げられるメインステージ

▲再現された水口岡山城
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